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1. ヤング率 E に及ぼす板厚 t の影響を調査した結果，板厚 t=10,20,50,80μm のヤング率 E は 110
～118GPa とおおむね等しい値となったが，板厚 t=500,1000μm ではそれよりも若干低い傾向が見
られた． 
2. ヤング率 Eに及ぼす板幅 W，標点間距離 GLの影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片で
板幅 W=0.2～5mm，標点間距離 GL=10～50mm の範囲ではヤング率 Eはほとんど変化せず，板幅
W及び標点間距離 GLの影響は見られなかった． 
3. ヤング率 E及び引張強度σBに及ぼす圧延方向の影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片で
は圧延方向によらずヤング率E及び引張強度σBはほとんど変化がなく異方性の影響が小さいと考
えられる． 
4.ヤング率 E 及び引張強度σBに及ぼす板材の影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片ではヤ
ング率 E は板材によらず 110GPa 程度でおおむね等しい値となったが引張強度σBは板材によって
差異が生じた． 
5. 超微小押込み試験によって求めた板厚 t=20,50,80μm のヤング率 E は 110～116GPa となり，引
張試験によって求めたヤング率 Eとおおむね一致することがわかった．しかし，板厚 t=500,1000μm
の場合，超微小押込み試験から求めたヤング率 Eは引張試験によって求めたヤング率 Eよりも若
干大きな値を示した．  
 
